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今回のリリースでの新機能
このリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

Cisco DNA Spacesダッシュボード

Cisco DNA Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco DNA Spacesと Cisco Customer Identityの統合

CiscoDNASpacesは、ログインワークフローのためにCiscoCustomer Identity（CCI）アプリケー
ションと統合されました。Cisco DNA Spacesユーザーは、ログイン認証のために CCIアプリ
ケーションウィンドウにリダイレクトされ、Cisco DNASpacesダッシュボードへのログインに
進みます。

新しいワークフローは、次のユーザーに適用されます。

• Ciscoドメインユーザー

•顧客ドメインの非 SSOユーザー

CCI統合の導入により、[Switch Users]オプションを使用して、Cisco DNA Spacesのログイン
ウィンドウで異なる電子メールアドレスを切り替えることができるようになりました。

顧客ドメインのSSOユーザーは、既存のログインワークフローを引き続き使用できます。（注）
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位置分析

Location Analyticsに、フィルタリングされたロケーションの階層パスが表示されるようになり
ました。フィルタリングされたロケーションパスは、ホームページで使用可能なウィジェット

と、[Path]ウィジェットを除く [Custom Reports]セクションに表示されます。

Cisco DNA Spaces：パートナーダッシュボード

Cisco DNA Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

パートナーダッシュボードとの CCI統合

Cisco DNA Spacesパートナーダッシュボードは、ログインワークフロー用の CCIアプリケー
ションに統合されました。この機能は、Cisco DNA Spacesダッシュボードに似ています。

Cisco DNA Spacesパートナーダッシュボードのユーザーは、Cisco DNA Spacesパートナーダッ
シュボードのログインウィンドウにある [SwitchUsers]オプションを使用して、異なる電子メー
ルアドレスを切り替えることができます。

マップサービス

Cisco DNA Spaces [Map Service]では、次の機能強化が加えられました。

GPSマーカーの警告メッセージ

インポートされた場所に無効なGPSマーカーがある場合、[ImportHistory]セクションに表示さ
れるGPSマーカーの警告メッセージにはフロア名のみが表示されます。この機能強化により、
メッセージは、無効な GPSマーカーを持つフロアの [Import History]セクションの階層全体を
表示します。

Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズアクセスポイント（AP）サポート

• Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズ APサポートが [Map Service]に追加されま
した。

• [Map Service]を使用して、Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズ APを Cisco DNA
Spacesにインポートできるようになりました。

不具合
不具合では、Cisco DNA Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。
「解決済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。
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•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

Cisco Bug Search Tool
CiscoBugSearchTool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに関
する詳細な障害情報を提供します。

未解決の注意事項

Cisco DNA Spacesのこのリリースで解決された不具合はありません。

解決済みの問題

ここでは、Cisco DNA Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 1 : Cisco DNA Spacesで解決された不具合

不具合の説明不具合の識別子

DNA Spaces同期を手動で実行中に内部エラーが発生。CSCwb33270
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Cisco Bug Search Tool

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwb33270
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


